P31    人々の態度がこのように変化したことは、アレクサンダー・ハミルトンのような人の著書からたどることができます。彼は１７７５年には、アメリカの（個人の自由と平等という）権利と原理を熱烈に支持した人のひとりでしたが、しかし陸軍将校としての７年間の経験の後には、彼はアメリカができるだけ厳密にイギリス政府を基にして、政府を組織することを採択するのを望みました。しまりがなくて、よく訓練されていない、のんびりとした農民の民主主義国家のやり方は、そのやり方がたとえどれだけたくさん個々の幸福追求を促進したとしても、国家の富と権力を導かなかったということは、多くのアメリカ人にとって明らかとなってしまっていたのです。このように広範囲に及ぶ人々の態度が変わったことは、独立戦争のもっとも重大な結果のひとつでした。それは数年後アメリカが合衆国憲法を形成するという結末にたどり着くことだったのです。
P32　　２．西部開拓
１、そうしている間に、約３世紀においてアメリカの本質であった西部への移動が著しい勢いで続いていた。革命の時に、辺境線はアパラチア山脈に沿って南下した。そして、ほんのわずかの猟師や毛皮のわな猟師は山並みのより奥の方の豊かな森林のある国へと入り込んでいった。アメリカ人たちは、大西洋側の沿岸の平野に住んで、１世紀半を過ごした。しかし、独立を勝ち取った後、西部開拓が始まった。その次の２世代の間、アメリカ人たちは五大湖から下へメキシコ湾までのミシシッピ河流域に移動した。１８４０年まで彼らは、山脈の西約７０万平方マイルの地域を占めていた。その人口はすでに約６５０万人に達していた。
　ミネソタ州のアイタスカ湖の水源から湾に流れ着くまで、ヨーロッパの半分ほどの広い地域から支流を集めながら、２５００マイルにわたってミシシッピ河は流れる。
P33　　アメリカ人が来る以前、この広大な地域の多くは破壊されてない森林であった。もっとも、地面がロッキー山脈に向かって上へ傾斜していたアメリカ西部には、開けた草原があった。フランス人はその地域を探索した初めての白人であって、１８世紀の間に、フランス人の入植地がいくらか作られていた。しかし、大部分は征服されていない荒野のままで、少数の遊牧民インディアンの部族だけが住んでいた。豊かな土地、多様な鉱物資源、そして広い水路があったけれども、記録された全歴史の中では、アメリカ人に平等の機会を与えなかった。
P34　　　革命の時代の間、長引く血なまぐさいインディアンとの戦争を戦いながらケンタッキー州に定住する開拓者の家族もいた。大移動は独立戦争の後に始まった。1780年代男と女はミシシッピ川の支流に到達するまでペンシルヴェニア州の山並みを横切りバージニア州のカンバーランド峠を通り抜けて荷を運ぶ馬と大ほろ馬車を運転していた。彼らはミシシッピ川の支流で自分たちのためにボートを造り西部の荒野へ漂いながら下った。アパラチア山脈自体に移るものもいたが、そこは彼らの周りのアメリカ生活との接触がすぐに絶たれる孤立した地域だったので、社会的発展は最初に安定した時点で固定された。つまり、12世紀その住民はまだその100年前の開拓者のように生活し考えていた。このようにケンタッキー州とテネシー州は安定した。オハイオ州はインディアンが1794に敗れた後、植民地化にとって安全になり、それから国境線はインディアナ州とイリノイ州を横切り徐々に西方に押され、1811年に第２次インディアン戦争を1832年に第３次インディアン戦争を引き起こした。この地域で移動の２つの流れが出会い混ざった。一方はマサチューセッツ州とコネチカット州で他方はバージニア州であった。テネシー州南部までガルフに沿ったこの地域でインディアンは1812年の戦争の間アンドリュー・ジャクソンに鎮圧された。
P35　　　この暑く肥沃な土地にはジョージアやカロライナから来た農夫たちが定住していて、彼らの中には黒人の奴隷を連れてきて綿花のプランテーションを開く者もいた。1830年代までにミシシッピー川は、往来の激しい商業の動脈となっていた。毎年、西の小麦と南の綿花を乗せた何千もの平底船が、ニューオーリンズの港に向けて川を下る。そこは、船乗りたちが蒸気船に乗って川をさかのぼって帰る場所であった。開拓の前線は長い間、アイオワとミズーリの大草原を流れる川とアーカンソーの丘を横断していた。
この拡大の叙事詩の始まりから終わりまで、白人が野生（インディアン）に自分たちの意思を押し付けるのに用いた、開拓者たちの斧と銃は文明の象徴となった。広域に及ぶ破壊のプロセスは、その土地を定住可能にするために必要であった。辺境の開拓者たちは、卓越した手と目の技術と、ほとんど閉所恐怖症のような既存の社会のあり方に対する憎悪を持っていて、動物を殺して食料と毛皮を得るためにその森を進んだ。ケンタッキー州のダニエル＝ボーンのように、彼らの中には、アメリカの記憶にいつまでも残る者もいた。最初の定住者たちは、たいてい怠惰で粗野なタイプの男で、とうもろこしを作ることのできる開拓地を開くために森を焼き払った。彼らの足跡に続いて進む、より落ち着いていて意志の堅い市民は、その開拓地を広げて農場に変え、掘っ立て小屋のかわりに家を建てた。
